
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

9,020,000 9,020,000

8,000,000 8,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

教育活動支援用バス　１台

白老弾薬支処関連公共用施設（教育文化施設：教育活動支援用バス購入）整備事業

白老町長

白老町本町1－1－1

　本町では、言語障害をもつ児童生徒のための通級指導教室の開設や、不登校児童生
徒を支援する場所として教育支援センターの設置等を行っているが、参加するための
移動手段の確保が問題となっている。また、令和７年度以降には、部活動の地域移行
や高齢者大学の移転などを計画しており、早急な対応が必要である。
　本事業で、教育活動支援用バスを購入することで、児童生徒や高齢者の安心安全か
つ安定的な教育活動の確保を図る。

無

令和６年６月～令和７年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業で整備した車両の運用開始後、部活動の送迎、学校の校外学習授業、学校行
事等で活用している。利用者、保護者及び運営職員への聞き取りからは移動手段が確
保されたことで、教育活動に参加しやすくなったという評価を得ることができた。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
によって地域住民への周知を図った。
１）白老町ホームページへの掲載
２）白老町広報「げんき」2025年5月号への掲載
３）車両後背部へのエンブレム及び事業名貼付

　今後も安定的な教育活動の確保を図るため、適切な施設管理を行う。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

19,987,000 19,987,000

17,000,000 17,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

外部屋根材、内部防水シート改修　一式

白老弾薬支処関連公共用施設（教育文化施設：竹浦コミュニティセンター屋根防水改
修）整備事業

白老町長

竹浦コミュニティセンター（白老町字竹浦１９８番２７）

　竹浦コミュニティセンターは平成５年に建設され、３１年が経過しており、経年劣
化による老朽化が著しく、施設内において雨漏りが度々発生している。生涯学習室で
は火災報知器周辺からも雨漏りしており、故障の可能性があることから火災報知器を
外しているため、現在は町民への貸し出しを停止している。
　より劣化が進めば避難所としての機能を果たさない状況となる恐れが生じているこ
とから、当該施設の屋根を改修することで、施設の利用環境の向上を図り、適切な施
設運営に資する。

無

令和６年９月～令和６年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施後、降雨や雪解け水による雨漏りが発生していないことから、消防設備
点検業者と現地確認を行い、火災報知器の再取付けを実施することができた。
　また、管理者等に聞き取りを行い、施設の適切な運営が図られていることを確認し
た。管理者からは「大量の雪解け水による雨漏りを懸念していたが、改修により雨漏
りが発生しなかったため安心した。」との評価を得ることができた。利用者からは、
「雨漏りが解消され、安全に利用できるようになってよかった。」との評価が得られ
た。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
によって地域住民への周知を図った。
１）白老町ホームページへの掲載
２）白老町広報「げんき」2025年5月号への掲載
３) 施設の共有スペースにエンブレムを掲示

今後も適切な維持管理を継続して行う。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円

0 9,504,630 10,095,300 8,046,400 17,103,100 44,749,430

交付金 17,539,000 7,425,000 7,000,000 7,000,000 0 38,964,000
市町村費等 0
その他 0
運用益 35,078 19,976 17,751 32,754 105,559

計 17,539,000 7,460,078 7,019,976 7,017,751 32,754 39,069,559

0 9,000,000 8,800,000 7,000,000 14,269,559 39,069,559

17,539,000 15,999,078 14,219,054 14,236,805 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本基金事業を活用することにより、安心して子育てができるまちづくりを推進する
ことができ、保護者への聞き取り等からも無償化の実施により、経済的負担が軽減さ
れ助かっているなどの評価を得ており、子育て世帯の経済的な負担の軽減を図ること
ができた。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法によっ
て地域住民への周知を図った。
１）白老町ホームページへの掲載
２）白老町広報「げんき」2025年5月号への掲載

今後も安心して子育てができるまちづくりを推進する。

無

令和5年度～令和11年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額

保育所等主食費及び副食費の無償化

事　業　評　価　書

白老弾薬支処関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：保育所等主食費
及び副食費無償化事業）

白老町長

白老町内

　幼児教育において、子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、一定以上の所得
のある世帯(免除対象範囲外世帯)から徴収することとなる主食費及び副食費の無償化
を実施し、安心して子育てができるまちづくりを推進する。


